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皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
、
今
年
も
早
４

ヶ
月
が
過
ぎ
新
緑
の
美
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
事
務
部
長
に

着
任
し
ま
し
て
か
ら
丸
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
な
れ
な
い
所
が
あ
り

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
病
院
の
組
織
は
大
き
く
分
け

て
診
療
部
、
看
護
部
、
事
務
部
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
事
務
部
は
、
更
に
総
務

課
、
経
理
課
、
人
事
課
、
施
設
・
資
材

課
、
医
事
課
等
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

医
事
課
は
、
１
号
館
受
付
等
で
皆
様
と

接
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

他
の
課
は
余
り
接
す
る
機
会
が
無
い
か

と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
か
と
申
し
ま
す
と
患
者
様
が
ス

ム
ー
ズ
に
診
察
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

人
の
配
置
や
物
品
購
入
、
施
設
の
維
持

や
新
し
い
診
療

(
例
え
ば
結
石
破
砕
装

置
、
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
の
Ｃ
Ｔ
導
入
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
等)
を
行
う
時
に

関
係
官
庁
に
提
出
す
る
書
類
な
ど
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
藤
沢
湘
南
台
病
院
が
最
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

｢

教
育
施
設
と
し
て
の
質
の
向
上｣

で

す
。
実
は
、
院
長
・
名
誉
院
長
の
号
令

の
下
で
そ
の
活
動
は
一
年
前
か
ら
始
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
初
め
に
は
日

本
外
科
学
会
の
外
科
専
門
医
の
修
練
施

設
と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
ま
で
に
は
、
申
請
書
類

の
作
成
は
も
と
よ
り
、
人
員(

指
導
医
・

専
門
医)

の
配
置
、
施
設
の
整
備

(

図

書
室
、
病
理
部
の
設
置
等)

、
手
術
デ
ー

タ
の
整
理
な
ど
様
々
な
作
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
目
指
し
て
い
る
の
が
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
医
師
の
臨
床
研
修
必
須
化

に
伴
う
臨
床
研
修
病
院
指
定
取
得
の
為

の
準
備
で
す
。
臨
床
研
修
は
、
内
科
を

始
め
外
科
、
麻
酔
科
、
救
急
医
療
、
小

児
科
、
産
婦
人
科
、
精
神
科
及
び
地
域

保
健
・
医
療
な
ど
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の

基
本
的
な
診
療
能
力
を
習
得
す
る
為
に

二
年
間
に
わ
た
り
行
う
も
の
で
す
。
医

師
と
し
て
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
後

の
医
師
と
し
て
の
生
涯
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
か
ら
も
臨
床
研
修
病
院

が
社
会
的
に
大
き
な
責
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

臨
床
研
修
病
院
の
施
設
基
準
は
先
程

の
外
科
専
門
医
制
度
と
重
複
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
組
織
的

な
病
歴
管
理
、
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検

索
、
医
学
教
育
用
資
材
機
器
の
整
備
、

医
療
安
全
の
為
の
対
策
等
挙
げ
る
と
切

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
安
全
対
策
な

ど
は
早
期
か
ら
診
療
部
、
看
護
部
、
事

務
部
共
同
で
取
り
組
ん
で
あ
る
程
度
の

成
果
を
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
今
一
歩
の
項
目
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
皆
様
方
に
見
え
な
い
部

分
で
、
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
受
診
・
入

院
で
き
る
病
院
作
り
に
職
員(

事
務
部)

一
同
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
方

の
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

患患患患患患患者者者者者者者様様様様様様様ににににににに選選選選選選選ばばばばばばばれれれれれれれるるるるるるる
病病病病病病病院院院院院院院づづづづづづづくくくくくくくりりりりりりりををををををを目目目目目目目指指指指指指指しししししししててててててて
藤沢湘南台病院 事務部長 角 田 高 春
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穿
通

(

腸
と
他
の
腸
管

や
臓
器
と
の
ト
ン
ネ
ル)

が
出
来
や
す
く
小
さ
な

膿
瘍

(

膿
の
固
ま
り)

も
出
来
や
す
い
。(

図
３：

ク
ロ
ー
ン
病
の
潰
瘍)

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

潰
瘍
性
大
腸
炎
よ
り
も
手
術
を
受
け
る
患
者
が
多

い
。
症
状
は
出
血
が
比
較
的
少
な
い
が
他
は
潰
瘍

性
大
腸
炎
と
同
様
で
あ
る
。
緩
解
期
で
も
食
事
療

法
が
重
要
で
特
に
一
日
20
ｇ
以
下
の
脂
肪
制
限
が

緩
解
維
持
率
を
優
位
に
上
げ
た
と
言
う
研
究
が
あ

る
。
治
療
は
食
事
、
成
分
栄
養
療
法
が
主
と
な
る

が
、
サ
ラ
ゾ
ピ
リ
ン
、
ペ
ン
タ
サ
も
使
用
さ
れ
、

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
も
使
わ
れ
る
。
最
近
に
な
り

白
血
球
同
士
や
細
胞
、
組
織
間
の
伝
達
信
号
の
役

割
を
果
た
す
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
言
う
分
子
を
制
御

す
る
治
療
薬
が
開
発
さ
れ

(

抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
α
抗
体
な

ど)

効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
生
命
予
後

は
一
般
の
人
と
大
差
は
な
い
。

双
方
と
も
厚
生
労
働
省
の
特
定
疾
患
に
指
定
さ

れ
、
難
病
と
さ
れ
て
き
た
が
、
罹
患
数
の
増
加
か

ら
珍
し
い
病
気
で
は
な
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の

研
究
治
療
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
よ
り

(

近
い
将

来
臨
床
応
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
治
療
薬
が
十
数

種
類
あ
る)

根
治
は
望
め
な
い
も
の
の
簡
単
な
治

療
で
健
康
な
人
と
同
じ
様
な
生
活
が
送
れ
る
患
者

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
語
弊
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
我
々
は
、
症
状
は
辛
い
が
薬
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
、
十
分
な
社
会
生
活
を
営
め
る
花

粉
症
の
よ
う
に
こ
の
病
気
と
つ
き
あ
え
る
日
が
そ

う
遠
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

若
年
の
腹
痛
や
下
痢
を
繰
り
返
す
患
者
で
は
多

く
の
場
合
、
腸
の
機
能
的
な
問
題
で

(

腸
の
動
き

や
知
覚
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る
と
い
う
意
味)

治
療
は
主
に
対
症
療
法
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
し

ば
し
ば
見
逃
さ
れ
て
い
る
の
が
炎
症
性
腸
疾
患
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
、
狭
義
に
は
潰
瘍
性
大
腸
炎
や

ク
ロ
ー
ン
病
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
上
記
の
よ
う
な

症
状
に
発
熱
や
下
血
、
体
重
減
少
な
ど
が
伴
っ
た

場
合
は
医
師
、
患
者
と
も
注
意
し
や
す
い
が
、
症

状
が
非
常
に
軽
い
場
合
も
あ
り
筆
者
も
腹
痛
が
精

神
的
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
担
当
患
者
に
一
年

経
っ
て
か
ら
ク
ロ
ー
ン
病
の
診
断
が
つ
い
た
経
験

が
あ
る
。
ま
た
関
節
痛
や
結
節
性
紅
斑
と
い
う
発

疹
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
、
膠
原
病
と
さ
れ
、

消
化
管
が
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

西
暦
2000
年
に
は
ク
ロ
ー
ン
病
で
約
２
万
人
、
潰

瘍
性
大
腸
炎
で
約
６
万
人
の
患
者
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、
近
年
に
な
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。
決
し
て

希
と
は
言
え
な
い
疾
患
群
で
あ
る
。
大
腸
内
視
鏡

検
査
が
診
断
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
気

に
な
る
方
は
一
度
検
査
を
受
け
ら
れ
る
と
よ
い
と

思
う
。

病
因
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
患
者
個

人
の
素
因
に
環
境
因
子
、
化
学
物
質
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
加
わ
り
、
本
来
生
体
を
防
御
す
べ
き
免
疫

シ
ス
テ
ム
が
患
者
の
消
化
管
を
攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
発
症
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
従
来
の
治
療
で
は
こ
の
免
疫
を
全
体

的
に
抑
制
す
る
方
向
の
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

最
近
に
な
り
、
生
体
の
免
疫
機
構
の
ど
の
部
分
が

異
常
を
来
し
て
い
る
か
、
ど
の
物
質
が
過
剰
生
産

さ
れ
て
い
る
か
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
り
、
こ

れ
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
特
異
性
の
高
い
治
療

も
臨
床
応
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
主
と
し
て
大
腸
に
炎
症
を
起

こ
し
、
粘
膜
主
体
の
浅
い
炎
症
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。(

図
１：

正
常
大
腸
粘
膜
、
図
２：

潰
瘍
性

大
腸
炎)

罹
患
部
位
よ
り
直
腸
炎
型
、
左
側
結
腸

型
、
全
大
腸
型
に
分
類
さ
れ
る
。
症
状
と
し
て
は
、

腹
痛
、
血
便
、
下
痢
、
発
熱
だ
が
、
ク
ロ
ー
ン
病

よ
り
下
血
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
治
療
は
、
サ

ラ
ゾ
ピ
リ
ン
、
ペ
ン
タ
サ
が
基
準
薬
と
な
り
、
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
内
服
、
静
注
、
注
腸
な
ど
で

治
療
さ
れ
る
。
難
治
例
で
は
免
疫
抑
制
剤
を
使
用

す
る
こ
と
も
あ
る
。
近
年
で
は
炎
症
の
源
と
な
る

白
血
球
を
一
定
の
割
合
で
体
外
循
環
フ
ィ
ル
タ
ー

を
使
用
し
て
除
去
す
る
、
顆
粒
球
除
去
療
法
を
当

院
で
も
導
入
し
良
好
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。
緩

解
期
に
は
特
別
の
食
事
制
限
は
不
要
で
あ
る
。
重

症
や
長
期
間
病
状
が
安
定
し
な
い
患
者
で
は
、
大

腸
を
全
摘
す
る
手
術
も
あ
る
。
発
症
か
ら
八
年
か

ら
十
年
経
つ
と
大
腸
癌
が
出
来
や
す
く
な
る
が
、

生
命
予
後
は
一
般
の
人
と
大
差
は
な
い
。

一
方
、
ク
ロ
ー
ン
病
は
、
主
と
し
て
小
腸
と
大

腸
が
罹
患
す
る
が
、
胃
や
十
二
指
腸
、
口
、
肛
門

に
も
び
ら
ん
や
潰
瘍
が
起
き
る
。
深
い
炎
症
が
起

こ
り
、
狭
搾
や
腸
管
同
士
の
短
絡
、
多
臓
器
へ
の

図１

図２

図３
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前号で行いました､ 緑陽���号記念アンケートに多数のご協力を頂きましてありがとうございました｡ ア
ンケート結果につきましては､ 集計して紙面作りに役立たせております｡ 今号ではアンケート結果の公表
をさせて頂きます｡
｢Ⅰ. 現在､ ３ヶ月に一度の頻度で発行していますが､ 緑陽はどのくらいお読みになっていますか？｣ の
設問については､ 約９割の方が毎号もしくは時々読んでいるとの回答でした｡ ����年の１月号から､ それ
までの月刊から季刊としてカラー化しました｡ 内容も一新した物が徐々に定着してきた結果の表れだと思
います｡
｢Ⅱ. 緑陽の中で印象に残った記事を教えて下さい｣ の設問については回答が分かれましたが､ 一番多かっ
たのが��号で扱った､ ��周年記念号での ｢藤沢湘南台病院の歴史｣ でした｡ これは､ 鈴木病院に始まり､
神奈川高座病院を経て現在に至った過程が写真で掲載されており､ 懐かしく思われた方も少なくないと思
います｡ その他にも､ 斉藤副院長が書いた ｢骨粗鬆症について｣ や､ 高尾医師が書いたソルトレイクオリ
ンピックを振り返る ｢ソルトレイク����氷上のドラマの陰に｣ やライフメディカルフィットネスを特集し
た ｢“未来医療”それは“良い習慣”から始まります｣ などが多かったです｡
｢Ⅲ. 今後､ 緑陽で扱って欲しい内容について｣ の設問では､ 最新の医療ニュースがトップとなり､ つい
で運動・健康について､ 看護・介護の技法について､ 薬についての順でした｡ ご意見として､ ｢患者様や
看護師の声を取り上げる場があれば｣ などの意見もありました｡ これらの意見を踏まえて､ 今後の紙面作
りをしていきたいと思います｡
今後も､ 読者アンケートを続けながら､ 皆様に読んで頂ける紙面作りをしていきたいと思いますのでご

協力お願い致します｡

��������	


～ プールでＫＩＣＫ＆ＰＵＮＣＨ ～
�	��������������

水の中で､ パンチやキックなど格闘技の動作を取り入れ､ それらを組み合わせて全身の運動をしていき
ます｡
������� !"�

筋強化､ 主に瞬間的に動く力としての瞬発力や転倒防止などのバランス調整力に対して効果的にアプロー
チされていきます｡
そして何よりも､ 楽しく動いてストレス発散､ 心身共に健康づくりをめざします｡
ぜひ一度参加してみてください｡

TEL.0466-46-3000 FAX.0466-46-3077
URL http://www.fj-shounandai.or.jp/life/
Ｅ-mail life@fj-shounandai.or.jp
営業時間 月～木・土 ９:00～22:00

日・祝日 11:00～19:00
金 休館日

��������	
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毎週水曜日､ 20:00～20:30に開催しています！
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藤沢湘南
台病院発

長後駅
西口着 蓮光寺着 綾南会館前着

綾南会
館前発 蓮光寺発 長後駅西口発

藤沢湘南
台病院着
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藤沢湘南
台病院発

児童公
園前着

いちょう
団 地 着

集会場
前 着

集会場
前 発

いちょう
団 地 発

児童公
園前発

藤沢湘南
台病院着
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前立腺ガンについて
－前立腺ガンってどんな病気？早期発見のために－

講 師：藤沢湘南台病院 泌尿器科 諏 訪 裕 先生

日 時：平成15年５月31日 (土)
開 場：13：30 開 演：14：00
場 所：長後市民センター３階
問い合わせ：同友会在宅介護支援センター

TEL ０４６６－４５－５００５

第15回 藤沢湘南台病院 市民公開講座
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受付時間
■月曜日～金曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)

午後 12:00～ 3:00 (診療開始 1:30)
■土曜日 午前 8:30～12:00 (診療開始 9:00)
＊土曜日午後､ 日曜､ 祭日､ 年末年始は休診です｡

お 知 ら せ ・藤沢市基本健康診査が始まりました｡ 対象は藤沢市在住で昭和20年４月１日以前に生まれた
方です｡ 当院では予約制で行っております｡ 事前にお電話又は受付で予約をお取り下さい｡
予約受付時間 月曜日～金曜日13:30～14:30 電話 0466-44-1451㈹
・ＳＡＲＳに感染の可能性のある方で受診を希望される方は､ 必ず来院前にお電話を下さい｡


